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Abstract 

 

Recently, English language is considered as the global main language in East Asian Countries. Most 

developing countries are unavoidably emphasizing English to raise foreign capital for development. 

According to Clayton (2008), majority of students choose English within choices of English or French. 

Moreover, the importance of English for economic success has been emphasized in certain studies 

conducted in Cambodia (e.g., Morrow, 2010). However, these studies lacked consideration for the diversity 

of local linguistic ecology. The present study critically considers these research by investigating the role of 

learning foreign languages other than English under the special ecology. The current research was 

conducted in Siem Reap, which is a famous tourist destination. The authors interviewed with nine university 

students learning Chinese, Japanese, and Korean. Results indicated that participants were motivated to learn 

these languages for cultural and rather personal reasons. Moreover, intrinsic value of language and cultures 

of those language speaking countries were identified as triggers of participants’ interests in those languages, 

which suggested that the purpose of language learning in the area is determined not only by economic 

success but also by intercultural exchanges. It is concluded that learning diverse languages has a significant 

meaning to develop new attitudes toward English. 

 

Keywords: Foreign language learning, University students, Tourist destination, Local linguistic ecology, 

Cambodia 
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カンボジアの大学生がアジアの言語を学んでいるのはなぜか 

―観光地の地方言語環境における動機付けに焦点を当てて― 

 

1. はじめに 

本研究では，カンボジアの観光地において英

語以外の外国語を学んでいる大学生に焦点を当

て，発展途上国の観光地における外国語学習に

関する議論に新たなアプローチを提供すること

を目的とする．具体的には，カンボジアの観光

地における大学生が英語以外の外国語について

どのような経験をし，英語以外の外国語をどの

ように捉えているのかについて，インタビュー

調査をもとに分析するものであり，カンボジア

の言語学習に関するこれまでの議論において，

英語学習が経済発展のための唯一の手段である

かのように扱われていることに対して一石を投

じることを狙いとしている．やや結論先取の嫌

いはあるが，研究関心や研究手法の性質上議論

の中心となるのは，発展途上国やカンボジア全

体の傾向ではなく，先行研究や一般的な認識が

看過しがちな「複雑さ」である．本研究は事象

の一般化を目的としない以上，ローカルな人々

の営みをより具体的に言語化することを通して，

言語環境を共有する多くの EFL 諸国（英語を

外国語として用いる国，English as a Foreign 

Language）に広く適用可能性を持った議論を

行なうこと目指す． 

観光産業が大きな産業の一つである調査地で

は，英語が経済的な成功や国際的な地位向上な

どにおいてどれ程重要であるかがしばしば議論

されてきた（e.g., Morrow, 2010）．カンボジア

の観光産業における重要な「事件」として，1992

年にアンコール・ワットがユネスコの世界文化

遺産に登録されたことは無視することのできな

いものであるが，その証左の一つとして，入国

外国人数の推移は 1993 年以降ほぼ単調増加し

ており，中でもアンコール・ワットのあるシェ

ムリアップへの入国者数は首都プノンペンを凌

駕する形となっていることが知られている．シ

ェムリアップにおけるそうした「国際的な」状

況もあり，Morrow (2010)などの先行研究は当

該地域における国際語としての英語と収入との

関係についてアンケート調査等を通して議論し

ている． 

カンボジアの観光地における英語の重要性が

しばしば指摘される一方で，英語以外の外国語

を話す人々の多さも指摘されている．国際交流

基金（2016）は，カンボジア人の英語力につい

て，英語がカンボジアの主要な外国語となった

のは「1989 年ごろ援助国が西側諸国に移ってか

ら」のことであるが，現在は ASEAN 諸国の中

でも特段に高いものであるとしている．同時に，

カンボジアにおける言語学習の特徴として，「そ

れ [英語] に加えて，中国語，フランス語，日

本語，韓国語など，複数の言語を話す国民が多

い」ことを指摘している．また，ユネスコ（2016）

によると，カンボジアの大学生が留学先として

選ぶ国についても，アジア諸国の数が年々増加

している．ここから，先進欧米諸国への留学が

大きな価値を持つ後進アジア諸国という構図を

脱却し，近隣諸国との関係性を強固にしていく

ための萌芽を見出すことができる． 

つまり，カンボジアでは西側諸国の援助下に

置かれ，世界遺産を中心として観光産業が発展

するなかで英語が次第にその覇権を強めていっ
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たという側面もあるが，英語以外の外国語を話

す人々も一定程度存在する．また，これまでの

研究では，英語が観光産業や円滑な国際開発に

貢献することは自明の理として観光産業従事者

の収入と英語力の関係等が分析されているが，

そうした姿勢は非常に一面的であるばかりでな

く，言語学習の社会的・文化的・経済的な諸相

が考慮に入れられていない．本研究では，英語

以外の外国語に着目することにより，英語の役

割を相対化するとともに英語以外の外国語がカ

ンボジア人の所得にどのように「貢献」するの

かについても議論を及ばせる． 

本研究の意義としては，大きく分けて次の 2

つがある．まず，カンボジアの観光地における

外国語の役割についてのこれまでの議論が看過

してきた多様性や複雑さを分析の俎上に載せ，

新たな仮説を投げかけている点である．発展途

上国における研究でも「多言語」という視点は

見られるものの，主として地域語やその地域に

おける他の支配的な言語を含むものであり，外

国語との付き合い方という視点はあまり見られ

ない．カンボジアには世界遺産のあるシェムリ

アップをはじめとして外国人が多く訪れる地域

があり，そうした言語環境の中での外国語学習

者という視点は，他の EFL 諸国にも決して無

縁ではないだろう．また，英語が支配的な外国

語であるためにあまり着目されない東アジア言

語学習者の少数派としての経験を拾い上げるこ

とは，教育実践や教育政策について考える際の

新たな知見となる点である．分析対象である大

学生は，英語のみを学習している人々の数に対

しては依然として少数派であり，大規模な調査

が看過してしまいがちな存在である。そうした

人々に焦点をあてることは，教育実践や教育政

策におけるグローバル化や外国語教育の在り方

を考えるための重要な知見となるものである． 

本研究の構成としては，まず，先行研究を参

照しながら問題の所在や背景を明らかにする．

次に，本研究において採用した方法論について

議論し，結果を提示する．結果の提示について

は，調査協力者ごとに外国語学習とそれをとり

まくエピソードを記述する．そして，最後に上

記の結果をもとにカンボジアの観光地における

外国語学習について議論を行ない，今後の展望

を述べる． 

 

2. 先行研究 

 本研究に関わる先行研究として，主としてカ

ンボジアにおける言語選択に関するものを挙げ

る． 

 カンボジアの学校制度は，いわゆる 6-3-3-4

制を基本としており，前期中等教育段階から外

国語として英語またはフランス語が必修となっ

ている．こうしたカンボジアの言語選択につい

てまとめたものとして Clayton (2001) がある．

Clayton はカンボジアにおいて英語の地位が向

上した要因を歴史的，政治的見地から考察して

いる．カンボジアにおいて英語が使用されるよ

うになった主な要因として挙げられているのは，

ASEANへの加入，経済が国際的になったこと，

そして様々な国からの援助金が増えたことであ

る．こうした事象が重なったため，カンボジア

政府は国家として英語の地位を高めてきたとさ

れる．一方で，Clayton はこうしたナショナルな

機能だけではカンボジアにおける英語は十分に

説明できないことも指摘しており，それを説明

するための概念として， “weaker” version of 

international critical theory を考慮に入れる必要

性を看破している．Clayton によれば，“weaker” 

version of international critical theory とは，グロ
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ーバル化により経済や政治が国際的に関わり合

うことで英語の必要性が上昇し，得てして目指

しているわけではなく，英語が多くの人々に選

択されることを意味するという．Clayton の研究

は歴史や政治といったよりマクロ枠組みからカ

ンボジアにおける英語について考察しているが，

人々の選択行動をよりリアルに分析するために

はミクロなアプローチが重要となる． 

 さらに，Clayton（2008）は 3 つの例証を挙げ，

カンボジアにおいて独立後どのように英語の需

要が高まっていき，英語学習へのインセンティ

ブが与えられていたのかについて議論している．

まず，1980 年代の英語教育プログラムである

Quaker Service Australia，1970 年代から 90 年代

にかけてのタイとカンボジアとの国境付近にお

ける難民キャンプにおいて行なわれた英語教育，

そして，1990年代頭のUnited Nations Transitional 

Authority である．Clayton によると，この 3 つ

に共通するのは，英語が「再建と開発」の鍵と

して使用されたという点であり，「グローバル言

語」としての英語の優位性が増強されることと

なった．このような歴史的経緯もあり，英語教

育はなかば強制的な環境によって行なわれるこ

ととなったにも拘らず，カンボジアでは自らが

「選択」しているかのように捉えられ，今日の

英語重視が説明されていると言える． 

 カンボジアにおいて英語が経済的・政治的に

重要な言語として認識されていることを示す証

左として，Igawa（2009）による英語教師の就業

動機についての研究がある．Igawa は日本人の

英語教師，アメリカ人の英語教師，カンボジア

人の英語教師を対象に，職業選択理由の比較を

行っている．この調査によれば，日本人やアメ

リカ人の英語教師はより私的な事柄に動機づけ

られているのに対し，カンボジア人の英語教師

は「社会貢献のため」や「良い職のため」など，

より社会的・経済的な動機づけが見られるとい

う． 

 また，カンボジアにおいて英語が短期間で広

がっていることを受け，王立プノンペン大学の

外国語学部（Institute of Foreign Languages）にお

いて英語を学んでいる学生と英語を教えている

教員との「英語観」について議論した Moore and 

Bounchan (2010) がある．この調査には，144 人

の大学 4 年生にアンケート調査を行った量的な

ものと，教員と学生とを交えたディスカッショ

ン方式の質的なものの 2 つが含まれる．この調

査には多岐にわたる質問項目が含まれているが，

その中でも最も注目すべきは，「カンボジアの発

展に英語は重要であるか」という問いに対し，

９割を越える学生が肯定している点である．こ

れはディスカッションにおいても同様に見受け

られるものである．その他にも，「カンボジア人

は英語を学習すべきである」という問いに対し

ても９割以上の学生が賛成の意を示している．

この研究の問題点としては，著者らも認めてい

る点だが，調査対象が英語を学んでいる学生と

それを教えている教員とであることが，明白に

結果に影響していることである．外国語学部に

所属しているため，参加者の多くは元来外国語

の必要性を感じている人々であることは言うま

でもないだろう．また，アンケートに答えた 144

人の生徒のうち 65 人が何らかの第三言語を話

すというデータも看過すべき点ではない． 

 カンボジアにおける英語の重要性を示す研究

は，主要な観光地であるシェムリアップにおい

ても複数の蓄積が見られる．Morrow 氏による

一連の研究は観光地における英語と雇用（収入）

の関係性を分析したものである．Morrow (2010) 

では，200 人の就労者に対するアンケート調査
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をもとにシェムリアップにおける観光業への就

業と英語力との関係を明らかにすることが試み

られている．分析の中心となっている設問は「も

しあなたの英語力が上がっていれば収入も上が

ったか」というものであり，およそ 3 分の 2 が

肯定的な回答をしている．このことから英語力

は収入を上げるとの結論に至っている．この結

論は一定程度の説得力を持つように見えるが，

多くの前提を置かなければならないものである．

まず，本当に収入が上がったかどうかが明確で

ない点は言うまでもないが，収入がどれ程上が

ったかが全く議論されていない点である．また，

英語による収入の上昇が小さいものであれば他

の要因が収入を決める重大な要素となる．さら

に，英語が雇用に対して大きな要因であったか

を，構成員の多くが仕事で英語を使っている集

団に英語で問うているのはフェアな研究姿勢で

あるとは言えないだろう． 

 Morrow (2013, 2014)では，観光業従事者（土

産物店，レストラン，ゲストハウス，ホテル，

旅行会社）に対するインタビュー調査を通して

同様の分析が行なわれている．この調査によっ

て Morrow が指摘しているのは，（1）5 つの職

種のうち，それぞれの所得水準は低い順に土産

物店，レストラン，ゲストハウス，ホテル，旅

行会社，である点や，（2）収入と英語力のあい

だには正の相関があり，英語力のみが高収入に

影響していないとしても英語習熟度，英語教育，

またそれに対する投資は高収入を得るための要

因となっている点，（3）英語学習時間数，英語

学習年数，月間の英語使用量と収入には正の相

関がある点，（4）若年層の労働者は学校での英

語学習や独学での英語学習への投資，中級程度

の英語習熟度があればよい雇用環境に恵まれる

点などである． 

 さらに Morrow (2015) では，184 人の就労者

に対するアンケート調査をもとにカンボジアに

おける観光業への就業と英語力との関係を明ら

かにすることが試みられている．著者の他の論

文と異なる点は，英語力を表す指標に欧州共通

言語参照枠を用いている点である．分析結果と

しては，英語力が高いほど特にホテル産業にお

いて収入が上昇するというものである．結論と

して，若者への英語教育機会を増やすべきだと

している．しかしながら，この分析にも多くの

問題が孕まれている．まず，サンプリングに問

題があることは著者も認めている通りであるが，

英語力と収入との間に学歴等の共変量を考慮し

ていない点が挙げられる．また，質問紙に用い

られている言語が回答者の母語ではなく英語で

あるため，英語力が低い場合の収入を分析の俎

上に載せられていない点は著者の分析結果を大

きく弱めるものであると思われる． 

 以上の先行研究に共通している点として，カ

ンボジアにおいて英語を学習することは個人と

しても国家としても経済的に大きな役割を果た

すことを自明のものと考えられていることであ

る．他のいわゆる先進諸国などにおいては，学

校で英語を勉強することの目的がより多角的に

捉えられており，実用・教養といった視点など

多くの研究蓄積が見られる．カンボジアにおい

てもより多くの視点から議論がなされるべきで

あり，社会の構成員として備えるべき外国語の

素養や言語文化への関心といった「多様性」や

「複雑性」を議論の俎上に載せることは重要で

ある．こうした議論は，単なる経済的な議論を

超えたより豊かな言語教育を考えていくうえで

必要不可欠なものである． 

 また，経済的な言語学習と経済的な成功とい

う観点においても，上記の研究群に疑義を示す



Center for Advanced School Education and Evidence-based Research 

Graduate School of Education, The University of Tokyo 
Working Paper Series in Study of “Knowledge Diplomacy” and Internationalization of Higher Education in Asia Project 
No. 2. July, 2017 

7 

 

研究が他国などで行なわれており，カンボジア

の状況を理解する際にもそれらが適切に参照さ

れるべきである．たとえば，インドにおいては，

英語は所得水準の向上に寄与するものであると

される一方，それは限定的な効果にとどまると

指摘されている（Azam and Prakash, 2010）．つ

まり，インドにおいては社会的上位層などにお

いては英語が所得水準を向上させる一方，下位

層などにはあまり効果を及ぼさないという．さ

らに，Arcand and Grin (2013) は，言語的な多様

性が所得を向上させることも指摘している． 

 カンボジアにおいて研究の対象となっている

言語も英語やフランス語といったより「支配的

な」言語であり，アジア諸国の言語を含む他の

「外国語」に関してはほとんど言及されていな

い．これもカンボジアにおける研究群に共通す

るものである．英語の役割を検討するために英

語について分析することはもちろん重要である

が，それだけでは一面的なものに陥ってしまう

可能性がある．英語以外の外国語について分析

することで，英語の役割をより相対化して考察

することが可能となる．その際，それぞれの外

国語で書かれた文献等も適切に参照する必要が

あるが，特定の言語にとらわれない「（アジア諸

国の）外国語」という視点が，カンボジアの観

光地における外国語の役割を考える際により重

要となる． 

 

3. 研究方法 

以上をうけて，本研究では，カンボジアの観

光地・シェムリアップにおいてインタビュー調

査を行なった．調査期間は 2016 年の 2 月から 3

月の 4 日間であった．インタビューは，シェム

リアップの2つの大学において大学生 12人を対

象に行なった．シェムリアップは世界遺産アン

コール・ワットを抱える大都市であり，国際空

港への入国外国人数が国内で最も多いなど，よ

り世界に開かれた都市であるといえる．こうし

た地域においては日常生活で様々な外国語や外

国人に触れる可能性が高いと考えられ，カンボ

ジアにおいて英語以外の外国語学習者が多いこ

とを説明する要因が多く見出されると思われる．

同時に，先行研究において英語がいかに支配的

であるかが議論されている地域でもあるため，

そこでの外国語学習の状況をより多角的に解明

する必要がある． 

研究方法としてアンケート調査ではなくイン

タビュー調査を用いた理由としては，先行研究

のような一面的な見方に陥るのを避け，事象を

より多面的に捉えるためである．これにより，

研究者の当初の仮説や想定を裏切るような語り

に開かれた姿勢をとることができ，これまでに

考えられていなかったような新たな仮説にたど

り着くことができる可能性がある． 

インタビューの方法としては，Flick (2000) な

どが提唱する「エピソード面接法（Episodic 

Interviewing）」を採用した．この方法の主眼と

しては，個々人が日常生活やそれまでの人生に

おいて特定の事象に関してどのような経験をし

ており，それらをどのようにとらえているのか

というところにある．本研究では，外国語であ

るにも拘らず英語が主に重視されている国々に

おいて，英語以外の外国語に学習関心を抱く過

程が上記の「特定の事象」に当たるものであり，

それに関してどのような経験をし，それをどの

ように捉えているのかを主眼として半構造化イ

ンタビューを行なった． 

また，インタビューを行なうに当たっては，

プノンペンの大学に通う大学院生に通訳を依頼

し，彼らを通して 2 つの大学から調査協力の許
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可を得た．調査協力校は P 大学および A 大学の

2 校であるが，その 2 校を通して，その大学に

所属し，英語，日本語，中国語，朝鮮語のいず

れかを学習する大学生に調査協力を依頼した． 

 

4. 結果 

 インタビュー結果は，日本語学習者 3 名，中

国語学習者 4 名（紙幅の都合上，小論では 1 名

を取り上げる），朝鮮語学習者 3 名（紙幅の都合

上，小論では 2 名を取り上げる），英語学習者 1

名（紙幅の都合上，小論では割愛する）を順に

示す．名前は全て仮名である． 

 

4.1. タクミ（日本語） 

 タクミは P 大学の経営学部に通う 4 年生の男

性である．彼は，英語が非常に堪能であり，自

ら英語での応答を希望したためインタビューは

通訳を介さずに英語にて行なった．昼間は大学

のオフィスにおいてフルタイムで働き，始業前

の早朝にいくつかの授業を受講している．英語

以外の主な言語学習経験として彼は現在そこで

日本語を学んでいる．以下，彼の言語学習経験

とその周辺について年代順に述べる． 

 彼は，シェムリアップの郊外において農業を

営む夫婦のもとに第 5 子として生まれた．きょ

うだいは，彼を含めて 7 人おり，内訳としては，

姉が 2 名であり，兄・弟を合わせて 4 名である．

彼の家族で外国語が理解できるのは，一緒に住

んでいる末の弟のみであり，残りは全員クメー

ル語しか理解することができないという．彼の

出身地には外国人が全くおらず，高等学校を卒

業して大学進学のために都市部に来て初めて外

国人を目にしたようである． 

 最も国際的な大学で学びたいと考え，P 大学

への進学を決めた．P 大学入学のために彼は初

めて英語に触れた．それまで学んできたフラン

ス語を活かせる部門ではなく英語を必要とする

部門を選んだ理由について，自分が学習する言

語を変更したのではなく，学校が自分に学習さ

せる言語を変更させたのだと述べている． 

 大学の卒業が近づいた頃，彼は自分の英語力

がもう十分であると感じたため，日本語の勉強

を開始した．他の言語ではなく日本語を勉強し

始めた最大の要因としては，彼の大学に留学し

てきた日本人に会ったことが挙げられた．その

後彼は日本を 10 日間訪れており，日本人に対し

て「礼儀正しい」（respectful）という印象を抱い

ている．他の国を選ばなかった理由としては，

中国に対して「活発」（active）過ぎるなどとい

うネガティブな印象を抱いているものの，他の

国についてあまり具体的なイメージを持ってい

ないためであった．タクミの事例から，外国語

を学習するに至る大きな要因として，自分の生

活圏においてその言語の話者と接触し，良いイ

メージを抱くことが重要であると考えられる．

つまり，街中で見かける程度の外国人はあまり

外国語の学習とは結びつかない可能性がある．

また，日本語の学習については，授業では文法

や語彙を学んでいるという．現時点では日本語

力は英語力を下回っているものの，同程度まで

高めたいと考えているようである． 

 将来就きたい職業について，彼は国際的な企

業で働きたいと述べている．また，英語以外の

外国語を使って外国人と接することも目的とし

ている．そして，そうした職を得る過程として，

日本で経営学を学びたいのだと述べている．日

本を選びたい積極的な理由としては，日本が経

済的に強いことを挙げている．他の国として，

中国が経済的に強いことは認めつつもそれは近

年発展してきたばかりの新しいものであり，日
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本の方がこれまで長く安定的に豊かであったと

捉えているようである．また，留学先として英

語圏の国も視野にないわけではないが，それら

の国ではコストが高く留学要件が厳しいため，

日本に留学したいのだという．また，そうした

国際的な活動をしたい理由としては，多様な人

や物に触れたいことと大きな会社で働きたいこ

ととを挙げているが，それらは大金を稼ぎたい

といった金銭的な野望によるものではなかった． 

 

4.2. ソラト（日本語） 

 ソラトは A 大学に通う 24 歳の男性で，英語

文学を専攻している．彼の家族は６人であり，

姉の１人が英語教師として働いているという． 

 高校から英語学習を始めたソラトは約４年間

英語を学習してきた．英語を学習し始めたきっ

かけとしては，親戚に勧められたことと，カン

ボジアでの観光業の成長もあり，英語話者がカ

ンボジアで求められていると感じたからだとい

う．なぜ，英語文学を専攻しているのかという

質問に対しては，まず，ツアーガイドを目指し

ていることが影響しているという．そして，同

時に，カンボジアで英語教師になることもまた

かねてからの夢の一つであるという．そうした

目標に照らして，英語を学ぶことができるこの

専攻を選んだのだという． 

 英語以外では，彼は日本語を学習している．

日本語という言語そのものが彼を魅了したため

彼は故郷で学習を始め，現在まで学習を続けて

いるが，現在は独学で学んでいるという．そし

て，ツアーガイドになる際には，日本語でのツ

アーガイドになりたいとも述べている． 

 ツアーガイドを目指している理由として，ソ

ラトは以下の４つを挙げた．自身の外国語を上

達させたいから，外国から来た人々と知り合え

るから，家族を養うためのお金を稼ぐことがで

きるから，そしてツアーガイドが彼にとって幸

せで，興味深い職業であるから，というもので

ある．英語以外でのツアーガイドは，英語での

ツアーガイドよりも高い収入が期待できるのだ

という．また，これら 4 つの理由のうち，「お金

を稼ぎ家族を養うため」は彼が教師を目指す理

由とも重なっている．ソラトは教師を目指す理

由として，将来のために教育が必要な子どもた

ちの手助けすることができるという点を挙げつ

つも，家族や自分自身を養うためのお金を稼ぐ

ことができるというものを挙げていた． 

 

4.3. サワー（日本語） 

 サワーは，A 大学で経営学を専攻する 23 歳の

大学生である．彼女の家族は，彼女自身を含め

7 人で構成されている．父親の職業はツアーガ

イドで，母親は教師として働いている．彼女の

通う大学では，全ての授業が英語で行われる．

大学での授業を英語で受けていることからも分

かる通り，サワーの英語力は高くインタビュー

に英語で答えることを希望した．そのためイン

タビューは通訳を介さずに英語で行った．そし

て英語に加え，サワーは日本語の学習も行なっ

ている．以下，彼女の英語と日本語の言語学習

観について述べる． 

 サワーが英語を学び始めたのは，中学 1 年生

の時であった．当時，彼女には英語かフランス

語かという選択肢があったが，父親が，ツアー

ガイドとして英語を利用していたことから，父

親の意見を尊重して，英語を選択せざるを得な

かったという．また，彼女は英語学習が好きか，

という質問に対しては，ためらいながらも好き

であると答えている． 

 彼女の周囲を訪れる旅行者が使用しているも
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のなどを除き，サワーは，2012 年に初めて日本

語に触れることになった．それまでは，彼女に

とって日本語は単なる１つの外国語であり，い

くつかの簡単な挨拶を知っているだけであった．

彼女は，彼女を日本語学習に導いたものは日本

の漫画であったと振り返っている．また，現在

においても，日本語学習への根本的な動機は漫

画によるところが大きいと述べている．彼女は，

かつて日本語センターという日本語を学習する

ことができる学外の施設で３か月間日本語を学

んでいたが，一時的に働かなくてはならなくな

り学習から離れたという．そして，2015 年に再

び日本語の授業を受講することができた． 

 漫画により日本語に初めて出会ったとき，サ

ワーは気持ちが高まるのを感じたという．言語

として，彼女が日本語を好む点の一つに，日本

語が感情を埋め込むのに適した言語である点を

挙げている．彼女はその点をテレビドラマや漫

画から感じ取ったという．しかし，勉強を進め

るにつれて，特に漢字や言い回しに学習の困難

さを感じていると述べている． 

 サワーの父親は，彼女が日本語を学習するこ

とをあまり有益なことであるとは思っていない

ようで，英語学習に集中してほしいという気持

ちがあるようだと述べている．それにも拘らず，

妹の１人もサワーと同様の動機で日本語に興味

を抱いているという．将来については，大学卒

業後は日本の大学に留学したいと述べている．

具体的な業種はまだ限定していないようであっ

たが，世界中を旅することが一つの夢であり，

いつか叶えたいと述べている． 

 

4.4. リー（中国語） 

 P 大学でビジネスマネジメントを学ぶリーは，

現在クメール語，英語，中国語，の３言語を話

せるという．少々話せるというタイ語も含める

と，計４言語を話すことができるマルチリンガ

ルの学生である． 

 彼の言語学習履歴を分析する上で，最重要で

あると思われるのは彼の家系である．彼の家系

は中華系だという．祖母が中国出身であるため，

家族のうちの多くが中国語を話すという言語環

境のもとで育ったが，彼の両親は中国語を話す

ことができないという．そのような背景にある

ため，彼は幼いころから中国語に慣れ親しんで

いたが，中国語の学習を開始したのは，本格的

に中国後の習得を目指すために高校進学の際に

プノンペンの学校に進学した時であったという．

そこでの授業や家庭で中国語を話す機会が多か

ったことから，中国語の上達は早かったという．

現在は中国語を使用する機会はそれほど多くな

いが，言語自体への興味は衰えていないという． 

 現在は学校の中国語の授業もとってはいるも

のの，学校の授業だけではレベルが低く，彼が

友達に教えることがほとんどのようで，私立の

語学教室にも通っているという． 

 彼は学校の国際交流プログラム等にも積極的

に参加しており，インタビュー時も何日か前に

プログラムでタイから帰ってきたばかりであっ

たという．冒頭でも述べたように，彼はタイ語

も少しは話すことができるようだが，それは，

タイ語が文字や文法や語彙等が母語に近く学習

しやすいためであると感じているようである．

タイでのプログラムではメコン川流域の各国の

学生が集まった交流プログラムであったとのこ

とで，このような東南アジア諸国との交流は，

彼のアジア言語の学習を促していると考えられ

る． 

 将来の夢として，彼は幼いころは観光ガイド

になりたいと思っていたが，現在はレストラン
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経営を夢見ているという．元々料理に関心があ

り，父親が元シェフであることからこのような

夢を持ち始めたとのことである．中国人の観光

客が多く，自分が経営する店で中国語を話す機

会や，そのほかの外国人に対して英語を用いる

機会も多いだろうと予想している． 

 

4.5. リーク（朝鮮語） 

 リークは A大学経営学部 3年生の女性である．

インタビューは通訳を介して行なった．彼女の

主な言語学習経験としては，7 年生から約 8 年

間英語を勉強しているほか，約 1 年前から朝鮮

語を勉強している．家族は父親が故郷でビジネ

スを手掛けており，母親は農業を行っていると

いう．きょうだいは 5 人いるが，末の弟のみ，

英語を話すことができるそうである．以下，彼

女の言語学習経験とその周辺について時代順に

述べる． 

 彼女は高等学校を卒業するまでは生まれ育っ

た村で暮らしていた．高等学校で学習した外国

語は英語のみであり，授業内容としては会話や

文法などの基本的なものが主であったという．

それに対し，大学で学ぶ英語はよりアカデミッ

クなものであると認識を示している． 

 大学では，3 年生になってから朝鮮語を勉強

し始めたという．その授業は有料で 1 学期につ

き 30 ドルがかかるが，彼女にとってそれは妥当

な額であると感じているようである．学習のき

っかけとしては，彼女は韓国人の一家が経営し

ているプロテスタント系教会に毎日のように通

っていることや，ルームメイトにかつて朝鮮語

を 4 年間勉強していた人がいることが挙げられ

ている．リークは家族が揃ってクリスチャンで

あり，シェムリアップに移住してから教会に通

っているのも，それ以前の習慣を踏襲している

ためとのことである．彼女は教会を経営する韓

国人の子どもたちと毎日のように遊んでおり，

子どもたちとはよく朝鮮語で会話をするという．

また，その一家の母親からはキムチなどの韓国

料理をもらうことも度々あるとのことである．

しかし，教会では朝鮮語教室のようなものが開

かれることは一切なく，その家族と会話する程

度のことのようである． 

 また，アルバイトとして韓国から留学生が来

たときにその学生たちの生活のサポートをする

仕事や朝鮮語を翻訳する仕事をしているという．

将来就きたい職業としては，仕事の多い首都プ

ノンペンにおいて銀行で働くことを挙げている．

また，何らかの形で朝鮮語を学んだことを役立

てたり韓国で職を得られたりしたら嬉しいとも

述べている．彼女の認識によると，「朝鮮語を」

というよりも多くの言語を学習することは就業

機会を高めるようである．英語の必要性につい

ては，多くの職業で英語が必要とされていると

述べているものの，英語に加えて朝鮮語を学ん

でいることは，彼女を他の学生よりも目立たせ

るものであるという． 

韓国に対する認識としては，お互いが困ってい

る時に援助をし合うなど非常に両校な関係を築

いているという．また，その他の国に対する認

識としては，日本についてカンボジアと友好的

な歴史を築いてきたと認識しているものの，そ

の他の国に対するイメージはあまり持っていな

いようであった． 

 

4.6. ヒーク（朝鮮語） 

 ヒークは A大学で観光学を学ぶ 3年生の学生

である．今回のインタビュー調査の中では唯一

の観光学専攻である．英語が非常に流暢であっ

たため，彼女の希望でインタビューは通訳を介
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さず，英語のみで行われた．英語に加え，彼女

はインタビューの 5 カ月ほど前から朝鮮語の勉

強を始めたという． 

 彼女は 4 人家族の長女であり，現在高校に通

う妹と二人でシェムリアップに住んでいる．出

身地はタイとの国境付近の村であるが，両親は

現在タイに住んでおり，工場に勤めているとい

う．父親はクメール語とタイ語を話すことがで

きるが，母親はクメール語を話すことができな

いようである．彼女もタイ語を話すことはでき

ない．シェムリアップに来る以前は，彼女は外

国人との接触機会がほとんどなく，彼女が初め

て会った外国人は英語の教師としてイギリスか

ら来たボランティアの男性であったようである

が，当初は内気な性格のため会話をすることは

なかったと振り返っている． 

 その後，シェムリアップの大学に通い始め，

現在は土産物屋で働いているという．そこでは

オーストラリア人がオーナーを務めており，現

在は観光客やオーナーとの会話で頻繁に英語を

使用しているという．彼女が誤った英語を使用

している際に訂正してくれるなど，オーナーと

のやり取りの中で彼女は正しい英語を習得して

いると感じているようである．大学の授業の中

でも，観光英語の授業などで英語を学習する機

会もあるようだが，上記のように，英語は彼女

の中で日常的に使用される言語として存在して

いるようである． 

 英語の他に彼女が学習しているのは朝鮮語で

ある．朝鮮語との出会いは大学の国際交流プロ

グラムでの韓国赤十字の学生団体との交流であ

ったという．韓国から来た学生との交流を通じ

て韓国の経済や文化について知ることができ，

韓国人がフレンドリーであることを実感し，朝

鮮語を学びたいと思うに至ったようである．現

在日常的に朝鮮語を使用する機会はあまりない

ものの，アルバイト先に韓国人観光客が訪れた

際に少し会話をする程度のことはあるという． 

 将来は海外を飛び回りたいと考えており，そ

のために若いうちにしっかり働いて早いうちに

退職することを計画しているという．来年パス

ポートを発行することを予定しており，タイの

両親のもとに行くのを楽しみにしている様子で

あった．また，再来年の卒業後には，まずは数

年働いてお金をため，韓国に勉強しに行くこと

を目標としているという． 

 彼女の言語学習のきっかけは同年代の人との

出会いから来ており，言語への好感度は「対象

言語を話す国の人々」への好感度と直接に結び

付いていると考えられる． 

 

5.考察 

 日本語 3 名，中国語 4 名，朝鮮語 3 名，英語

1名の計 11名の外国語学習者に対してインタビ

ューを行ない，観光地における外国語学習がい

かに多様で複雑であるかを分析した．インタビ

ューの結果から浮かび上がったのは，英語が所

得の向上に貢献するというカンボジアにおいて

支配的な先行研究の限界点や，調査した地域が

国際的な観光地であることに伴う多様な言語と

の接触が外国語学習を促すというものであった． 

 世界遺産でもあるアンコール・ワットがある

シェムリアップにおいては外国人の往来が盛ん

であり，外国語に接触する機会が多いことは想

像に難くない．また，観光客との接触経験や観

光地という特性を活かした経済的利益が外国語

の学習と密接に関わっている可能性も先行研究

等から読み取ることができる．筆者らも緩やか

にそうした仮説を持って面接調査を実施した．

ところが，本研究の結果からは必ずしも上記の
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通りではないことが明らかとなった．もちろん

外国語学習と所得との関係も一部では見られた

ものの，経済的な理由や観光客との接触と外国

語学習動機とが鮮明に結び付けられて述べられ

ることは稀であった．注目すべきは，外国語の

学習に取り組んでいる人々の多様性である．カ

ンボジアにおける先行研究では，これまで観光

地ゆえに英語は有用であり人々の所得を上げる

ものであるという一面的な議論が一般的であっ

たが，本研究により，少なくとも就業機会と所

得の上昇は分けて議論されなければならないこ

とが明らかとなった．ここでは，「動機付け」と

所得とに関してカンボジア以外における先行研

究等を援用しながら考察を行なう． 

 動機付けについては，最も主流な次の 2 つの

概念に沿って議論する。第一に，本研究の結果

と関連性が強い概念として，ガードナー

（R.C.Gardner）が提唱した「道具的動機付け

(instrumental motivation)」と「統合的動機付け

(integrated motivation)」がある（e.g., Gardner, 

1986）．「道具的動機付け」とは，より良い職を

得たり，報酬を得たりといった言語を学習する

実利的な動機であり，「統合的道具付け」とは，

実利目的とは離れた動機付けであり，学習対象

言語やそれをとりまく文化等に対する興味関心

に基づくものである． 

 本研究に関するところでは，「カンボジアの観

光産業に携わる」という動機付けが道具的動機

付けにあたる．また，日本のサブカルチャーに

対する興味が日本語学習の動機付けであるサワ

ーや，留学生との交流が朝鮮語学習の動機付け

であるリークは統合的動機付けを有していると

言える．これらの学習者に共通することとして，

外国人との接触等，統合的に動機付けされる要

因が彼らの生活圏のなかにあったことが挙げら

れる．つまり，観光地には世界中から多くの外

国人が訪れるが，そうした人々は学習者にとっ

ては多くの場合生活圏のアウトサイダーであり，

当該言語や人々に興味を持つきっかけにはなり

にくい。一方で，国際ボランティアや留学生と

の接触はカンボジアの学生に当該言語を統合的

動機付けをもって学ぶことに駆り立てる可能性

を持つということである． 

 第二に，人の行動における動機付けに関する

理論である”Self-Determination Theory” (Deci & 

Ryan, 1985)と本研究の関連性について述べる．

この理論は，自律性（その行動を行うことを自

ら決めているか），優越性（その行動が他者より

も優れているか），そして関係性（その行動が他

者と関わるかどうか）の 3 項目が動機付けに大

きく関わるというものである。 

 この理論に照らし合わせて特筆すべきは、調

査協力者は時に親の意思に反してまでも当該言

語の学習を自ら決定していることである。それ

ゆえ、「自律性」による動機付けが強いものと言

える。また、複数の調査協力者が当該言語の学

習が所得の向上にもつながるという日常知を示

していることから、「優越性」も見られる。しか

しながら、カンボジアにおいて、東アジア言語

話者がそれほど多いわけではなく、「関係性」の

要素に関わる機会は限定的であると思われる。

それにもかかわらず、調査協力者らの言語政策

の強い推進力は、生活圏に現れた当該言語話

者・文化との交わりが醸成する統合的動機付け

の強さを物語っていると言えるだろう。 

 次に，英語以外の外国語と所得との関係につ

いて考察を行なう． 

 本研究のインタビューでは，シェムリアップ

においては英語よりも他の外国語を話せること

の方が収入を上げる可能性が高いと述べる人が
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複数見られた．これは，英語を話すことができ

るカンボジア人が既に多く存在してしまってい

るためであるという．たとえば，ツアーガイド

利用の際には，アジアの旅行者にとっては外国

語である英語よりも，旅行者の母語が好まれる

という．実際にカンボジアへの渡航者は中国人，

日本人，韓国人が多く，英語以外の外国語を操

ることができる方が多くの所得が見込まれると

いう．ただし，調査協力者には英語の共通語と

しての側面も認識されており，就業機会の点に

限っては英語の方が高める可能性をもつとの意

見も聞かれた．とはいえ，英語以外の外国語を

学ぶことの意義は経済的にも見出すことができ

る． 

 先行研究では英語力がカンボジアにおける

人々の収入を上げるという前提のもとに英語力

と収入の関係等が分析されていたが，その姿勢

は種々の問題も孕んでいる．最も重大なものと

しては，英語を操ることができることの価値を

不当に高く見積もり，リアルな現実を見落とし

てしまうことである．仮に英語が収入を増加さ

せるとしても，より収入を増加させる要因が他

にあるかもしれないし，多文化・多言語が共生

するマルチリンガルなコミュニティを構築する

ための大きな障壁ともなりかねない．それどこ

ろか，英語が他の言語よりも優れており万能で

あるかのような言説を再生産してしまう可能性

もある．言語多様性が一人あたりの所得を増加

させることを示唆する実証研究（e.g., Arcand 

and Grin, 2013）なども適切に参照しつつ研究を

蓄積していくことが望ましい． 

 最後に，観光地における言語学習を頼りに，

EFL諸国における外国語教育の展望について考

察する．本研究から，英語以外の外国語に対し

て強い学習関心を抱くきっかけとして個々人の

生活圏における外国人の存在が重要なものとし

て浮上した．複数国間の市民レベルでの相互理

解を深めるためにも相手国に生活する人々の生

活圏にいかに入り込むかということが重要とな

る．また，複数の大学生には就職よりも言語そ

のものへの興味関心が強く見られることからも，

言語学習とその「延長」としての経済活動とい

う視点は外国語教育の開発においてなお理解さ

れるべきものであるだろう． 

 本研究の主な限界点としては，調査対象が偏

っていることが挙げられる．つまり，シェムリ

アップには国公王立大学が存在しないために調

査対象が全て私立大学の学生になってしまった

ことや，大学生のサンプリングを先方に委ねざ

るを得なかったことである．その他にも，調査

対象者の外国語習熟度が不明確なこと，通訳を

介したこと，一人あたりの面接時間が限られて

いたこと，大学生以外の外国語学習者をインタ

ビューの対象とできなかったことなどが挙げら

れる．これらは本研究の結果の適用範囲をやや

限定的なものにする可能性をもつが，本研究で

得られた知見が調査協力者の個別性を超えて

EFL諸国の共存を考えていくうえで重要な示唆

となることに変わりはない．今後は，以上の点

に留意するとともに，所得に対する考え方を比

較するうえでも，英語のみしか学習していない

人をも射程に入れ，さらなる研究を行っていき

たい． 
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